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ごあいさつ 文化協会会長 中村 克衛 

 光陰矢の如く一年が経過しました。会員の皆様はそれぞれの分野において多大な成果を挙 

げられており、心から敬意を表します。 

 昨年の自主事業の文化バスは、11月に大分県日出町の二階堂美術館を訪れ、明治以降の 

日本画の大家、橋本雅邦、横山大観、下村観山ほか二十数名の作品を展観し大変勉強にな 

りました。このような大規模な催しは滅多に経験できません。次の１月の博多座の放浪記の 

観賞も大好評でした。2月の琉球舞踊山陽小野田公演は、近年にない盛況で観客を沸かせました。 

 今年度の自主事業としては、先ず、7月の茂山千五郎家 狂言名作公演です。山陽小野田市との共催で、小学

生のワークショップも併催します。皆様のご後援を期待しています。文化バスも実りのある計画を立てねばな

りません。秋には市民文化祭があります。山口県文化連盟も幅広く異分野の勉強を推奨しています。一層のご

活躍をお祈りします。 

山陽小野田市文化協会だより 

第11 号 2016年7月発行 

                                        

                                    
 

 

 

 

  

                  

『特
別
展
『コ
レ
ク
タ
ー 

二
階
堂
暹
の
目
』 

原 

朝
子 

 

ま
だ
薄
暗
い
早
朝
、
私
達
を
乗
せ

た
バ
ス
は
走
り
出
し
た
。 

大
分
県
の
二
階
堂
美
術
館
は
、
麦

焼
酎
で
有
名
な
二
階
堂
酒
造
の
創
始

者
、
二
階
堂
暹
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
横
山
大
観
や
川
合
玉
堂
等
の

日
本
画
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
酒
蔵

を
改
装
し
て
作
ら
れ
た
白
壁
の
美
し

い
建
物
で
、
館
庭
に
は
万
両
の
実
が

真
っ
赤
に
色
づ
い
て
い
た
。
先
ず
最

初
に
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
上

村
松
園
の
「
桜
下
處
女
図
」。
枝
垂
れ

桜
の
下
、
蝶
と
戯
れ
る
女
性
と
幼
児

が
描
か
れ
て
お
り
、
夢
物
語
の
よ
う

に
耽
美
的
で
今
迄
に
な
い
深
い
感
銘

を
受
け
た
。
暹
氏
が
日
本
画
収
集
を

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
枚
で
あ

る
。
心
惹
か
れ
た
の
は
大
分
県
出
身

の
福
田
平
八
郎
の
絵
。
ど
こ
に
も
あ

り
そ
う
な
日
常
の
中
の
題
材
を
モ
チ 

                                       

  

ー
フ
に
、
鋭
い
観
察
眼
で
描
か
れ
て

い
る
。
彼
の
描
く
茄
子
や
鮎
は
味
わ

い
深
く
、
色
彩
の
輪
郭
は
あ
ざ
や
か

で
生
き
生
き
と
し
て
い
た
。
暹
氏
の

審
美
眼
に
魅
了
さ
れ
な
が
ら
、
月
灯

り
に
照
ら
さ
れ
た
桜
の
絵
や
美
人
画

等
、
お
気
に
入
り
を
心
ゆ
く
ま
で
観

て
ま
わ
っ
た
。
今
回
の
よ
う
な
機
会

が
無
か
っ
た
ら
、
一
生
こ
の
地
を
訪

れ
る
事
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。  

 

昼
食
後
、杵
築
城
下
町
を
散
策
し
、

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
等
の
お
土
産
を
抱

え
、
大
分
の
町
を
後
に
し
た
。
初
参

加
の
文
化
バ
ス
は
思
い
出
深
い
旅
と

な
っ
た
。 

            

『博
多
座
の
放
浪
記
に
参
加
し
て
』 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

竹
内 

裕
子 

 

一
月
二
十
三
日
、
予
報
で
は
前
日

よ
り
寒
波
が
く
る
と
い
わ
れ
て
い
て

ど
う
な
る
か
心
配
で
し
た
。
当
日
は

雪
も
降
ら
ず
ラ
ッ
キ
ー
！
バ
ス
二
台

で
博
多
座
へ
。
生
の
舞
台
は
や
は
り

い
い
で
す
ね
。
舞
台
装
置
も
素
晴
ら

し
く
、
自
分
が
そ
の
役
に
入
り
、
涙

し
、
笑
い
、
感
動
し
ま
し
た
。
仲
間

由
紀
恵
さ
ん
の
演
技
も
完
璧
で
し
た
。 

          
 

                                                             

林
芙
美
子
自
身
、
小
さ
い
時
か
ら

恵
ま
れ
ず
、
大
人
に
な
り
男
性
と
の

縁
に
も
恵
ま
れ
ず
、
知
恵
を
だ
し
、

逆
境
を
乗
り
越
え
て
た
く
ま
し
く
生

き
抜
く
体
験
が
、
人
に
感
動
を
与
え

る
小
説
を
書
け
た
の
で
す
ね
。
自
分

の
幸
せ
を
感
謝
し
ま
し
た
。
心
豊
か

に
岐
路
へ
着
き
ま
し
た
。
事
務
局
の

方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

平成2８年度 文化協会事業計画 

１．主な会議の開催について 

役員会・常任理事会   平成28年4月26日（火）・5月9日（金）    文化会館 

総会・理事会      平成28年5月21日（土）            文化会館 

   企画実行委員会、文化協会だより編集委員会、自主文化事業実行委員会、各部門部会など随時開催 

２．主な事業実施について 

 （１）自主文化事業 

開 催 日 事 業 名 会 場 

17/18(金) 茂山千五郎家 狂言名作公演 不二輸送機ホール 

（２）文化バス（個人会員限定） 

開 催 日 行 き 先 備 考 

6/19(木) 太宰府方面【九州国立博物館(始皇帝と大兵馬俑）・福岡市美術館(近代日本の静物画）】 45名 

1/14(土) 博多座の集い【天使にラブソングを～シスター・アクト～】 45名 

（３）第12回山陽小野田市民文化祭 

開  催  日 事  業  名 会 場 

119/24 (日) 川柳大会 市民館（団体会議室） 

10/22 (日) 市民音楽祭（合唱・合奏部門） 市民館（文化ホール） 

 10/19 (日) 日本舞踊祭 不二輸送機ホール (大ホール) 

10/16 (日) 邦楽大会 市民館（文化ホール） 

11/25 (土) 市民茶会 市民館（和室） 

 11/25 (土) ～1 6(日) 華道展 市民館（体育ホール） 

11/26 (日) 洋舞演劇祭 不二輸送機ホール (大ホール) 

 11/11 (金) ～ 13(日) 展覧会 市民館（体育ホール） 

 11/13 (日) 短歌大会 小野田商工センター 

11/13 (日) 俳句大会 高千帆福祉会館 

（４）児童生徒書道展 

開  催  日 事  業  名 会 場 

1/26 (木)～2/1(水) 第12回山陽小野田市児童生徒書道展 おのだサンパーク 

（５）文化協会だより「さんようおのだ文化」第11号  平成2８年7月発行予定 

（６）割引対象事業 

開 催 日 事  業  名 会 場 

17/28(金) 茂山千五郎家 狂言名作公演 不二輸送機ホール 

 

❤ 新 規 会 員 募 集 ❤ 

山陽小野田市文化協会の活動に賛同していただける会員を募集
しています 
●会費   個人会員 年額（1口）1 ，5００円 
      団体会員 年額（1口）５，０００円 
      賛助会員 年額（1口）５，０００円 
●会員の特典 
・個人会員・賛助会員の方は、割引対象事業の会員割引が受け
られます。 

・会報その他事業案内をお届けします。 
・個人会員限定の文化バスの交通費が割引されます。 
●申込方法 
加入申込書にご記入の上、会費を振込または事務局で直接納
入してください。 

  
 
 
 

☆
茶
華
道
部
門 

 
 
 
 
 

木
村 

淑
子 

 
 
 
 

☆
日
舞
部
門 

 
 
 
 
 

岡
本 

紘
子 

 
 
 
 

☆
洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

 
 
 
 
 

ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル 

 
 
 
 
 

リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ム 

 
 
 
 

☆
邦
楽
部
門 

 
 
 
 
 

大
正
琴
琴
智
会 

 
 
 
 

☆
音
楽
部
門 

 
 
 
 
 

レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
ブ 

（11月19日 二階堂美術館） 

（1月23日 博多座） 

山陽小野田市文化協会だより 

２ 

２ ２ さんようおのだ文化 

１ 

平成 28年 2月 14日に琉球舞踊山陽小野田公演「琉球芸能への誘い」が開催されました。総勢 44名が地謡の生演奏により、一部は

古典舞踊、二部は創作舞踊で満席の観客を魅了しました。              （オープニング 宮廷舞踊「四つ竹」） 

４ 

４ 



（10月30日～11月1日市民館体育ホール） 

   

俳 

句 

山
陽
小
野
田
市
長
賞 

海
峡
の
大
渦
小
渦
鳥
渡
る 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

松
山 

大
耳 

山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

問
は
ざ
れ
ば
交
わ
す
言
葉
の
な
き 

夜
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
河 

充
子 

山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

花
十
日
手
塩
一
年
菊
の
鉢 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

瀬
口
美
知
代 

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
会
長
賞 

ふ
な
お
さ
の
唄
軽
や
か
に
水
の
秋 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

名
和
田 

勝 

山
陽
小
野
田
観
光
協
会
会
長
賞 

蟋
蟀
や
開
け
閉
て
緩
き
農
具
小
屋 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

益
田
満
寿
美 

山
陽
小
野
田
俳
句
協
会
会
長
賞 

ふ
る
さ
と
は
音
を
忘
れ
し
星
月
夜 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

川
端 

健
一 

川 

柳 

山
陽
小
野
田
市
長
賞 

風
の
音
絵
皿
に
溶
い
て
蝉
し
ぐ
れ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

高
橋 

鬼
焼 

 
 
 
 
 
 

 

                       

市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
、
あ

る
い
は
個
人
の
方
々
が
出
場
さ
れ
、 

さ
ま
ざ
ま
な
、
そ
し
て
素
晴
ら
し
い

音
楽
を
演
奏
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
練
習

の
成
果
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

わ
れ
わ
れ
小
野
田
吹
奏
楽
団
は
、

吹
奏
楽
を
主
な
活
動
形
態
と
し
て
お

り
、
今
回
の
よ
う
に
、
よ
り
小
さ
な

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
的
な
形
で
演
奏
す
る

こ
と
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

緊
張
で
喉
が
カ
ラ
カ
ラ
に
な
り
な
が

ら
の
演
奏
で
し
た
が
、
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

              

山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

澄
み
き
っ
た
空
だ
罪
人
ま
で
許
す 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

有
海 

静
枝 

山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

お
祭
り
を
親
子
で
掴
む
肩
車 

清
原
い
さ
む 

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
会
長
賞 

静
寂
の
と
も
し
び
弥
陀
の
手
に
す
が

る 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

野
村 

稲
波 

小
野
田
世
面
多
留
川
柳
会
賞 

い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
っ
て
あ
り

が
と
う 

 
 
 
 
 
 
 
 

前
野 

満
夫 

短 
歌 

山
陽
小
野
田
市
長
賞 

小
柄
な
る
わ
が
子
が
胸
を
張
れ
る

場
所
組
体
操
の
て
っ
ぺ
ん
に
立
つ 

奥
嶋 

明
子 

山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

尋
め
行
き
て
あ
ま
た
の
思
ひ
告
げ
ん

か
な
愚
痴
聞
き
地
蔵
の
お
は
す
と
聞

け
ば 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

林 

歌
子 

山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

川
岸
の
清
掃
終
え
て
児
童
ら
が
放
す

稚
鯉
に
光
る
夏
の
陽 

田
中
カ
ズ
子 

 
 

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
会
長
賞 

回
天
の
発
射
場
の
跡
に
荒
波
の
打
ち

つ
け
る
音
兵
士
の
叫
び 

梅
本
ゆ
き
子 

    

「
市
民
文
化
祭
に
つ
い
て
」 

 
 

美
術
工
芸
部
門 

原
田 

頼
邦 

 

合
併
し
て
十
一
回
目
の
市
民
文
化

祭
。
展
覧
会
は
市
民
館
体
育
ホ
ー
ル 

3
8
 

3
9
 

4
0
 

               

「
市
民
音
楽
祭
を
ふ
り
か
え
っ
て
」 

 
 

実
行
委
員
長 

た
か 

ひ
ろ
し 

 

市
民
音
楽
祭
（
歌
謡
部
門
）
発
表

会
、
昨
年
は
九
月
二
十
日
（
日
）
に

市
民
館
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、

多
数
ご
来
場
を
賜
り
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
各
教

室
、
団
体
の
皆
様
に
は
、
心
温
ま
る

熱
唱
で
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
、
そ
の
一
方
で
は
、

様
々
な
裏
方
の
仕
事
も
積
極
的
に
担

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

今
年
は
歌
謡
部
門
と
し
て
結
成
か

ら
五
年
を
数
え
ま
す
。
こ
れ
を
期
に

よ
り
一
層
の
結
束
と
カ
ラ
オ
ケ
文
化

の
向
上
を
目
指
し
て
、
更
な
る
飛
躍

に
努
力
精
進
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。 

 
 

 

同
時
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

や
は
り
東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
と

い
う
こ
と
で
す
。
唄
え
る
こ
と
に
感

謝
し
、
歌
を
通
し
て
歌
の
力
で
少
し

で
も
お
役
に
た
て
れ
ば
…
と
考
え
て

い
ま
す
。 

で
展
示
で
す
。
常
日
頃
か
ら
切
磋
琢

磨
し
、
腕
を
磨
き
製
作
し
た
作
品
の

発
表
で
す
。
私
も
永
年
、
厚
狭
図
書

館
絵
画
教
室
「
絵
を
楽
し
む
会
」
で

勉
強
し
た
成
果
物
を
、
う
ま
い
、
下

手
は
と
も
か
く
も
堂
々
と
毎
回
展
示

し
て
い
ま
す
。 

 

協
会
の
文
化
活
動
の
成
果
物
、
日

舞
部
門
、
美
術
工
芸
部
門
ほ
か
、
ど

の
部
門
で
も
一
生
懸
命
に
練
習
し
、

ま
た
創
作
し
た
成
果
を
誰
か
に
観
て
、

聴
い
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。
そ
の

発
表
の
場
が
市
民
文
化
祭
で
す
。
多

く
の
人
の
参
加
を
願
い
ま
す
。
市
内

に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
る
と
い
い
で

す
ね
。 

                 

「
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
」 

 
 

大
正
琴
琴
智
会 

眞
﨑 

智
子 

平
成
元
年
に
小
野
田
地
区
、
山
陽

地
区
を
中
心
に
大
正
琴
教
室
を
高
千

帆
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
厚
狭
公
民
館
を 

 

      

「
市
民
文
化
祭
に
む
け
て
」 

 

猿
若
流
亜
耶
乃
会  

猿
若 

夕
姫 

舞
踊
協
会
の
各
流
派
は
、
毎
年
十

月
の
市
民
文
化
祭
に
む
け
て
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。
私
自
身
、
舞
台
を

努
め
る
度
に
、
稽
古
の
積
み
重
ね
の

大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
が
、
各

流
派
と
協
力
し
て
作
り
上
げ
て
い
く

一
体
感
が
楽
し
く
も
あ
り
、
刺
激
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

た
だ
、
日
本
舞
踊
と
い
い
ま
す
と

な
じ
み
に
く
い
印
象
が
あ
り
、
市
民

の
み
な
さ
ま
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
舞
台
づ
く
り
を
目
指
す
と
と

も
に
、
今
後
、
日
本
舞
踊
を
始
め
た

い
方
が
増
え
ま
す
よ
う
、
私
た
ち
も

精
進
し
、
魅
力
的
な
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

  
 

             

            

お
借
り
し
開
催
し
ま
し
た
。
大
正
琴

の
音
色
を
初
め
て
奏
で
、
多
く
の
愛

好
家
が
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
大
正

琴
指
導
者
を
四
名
育
て
、
現
在
、
山

陽
小
野
田
市
内
で
教
室
を
持
た
れ

各
々
活
動
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

平
成
十
五
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
シ

ド
ニ
ー
市
に
お
い
て
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
山
口
県

代
表
と
し
て
、
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
の

演
奏
は
、
私
の
心
の
宝
物
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

小
野
田
邦
楽
協
会
、
故
大
田
和
会

長
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
若
い
人
を
育

て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
わ
れ
、

私
を
皆
さ
ま
へ
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ

れ
ま
す
。 

    

「
年
々
の
歩
み
を
大
切
に
」 

 
 
 
 

華
道
家
元
池
坊
春
光
会 

森
本 

貞
子 

 

「
山
陽
小
野
田
市
民
文
化
祭
華
道 

                   

「
洋
舞
・
そ
の
他
部
門
の
近
況
報
告
」 

 

リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ム 

富
田 

輝
美
、 

我
が
部
門
は
、
洋
舞
や
演
劇
、
社

交
ダ
ン
ス
に
太
極
拳
、
か
る
た
協
会

や
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
等
々
、
二
十
二
団

体
が
所
属
し
、
各
団
体
そ
れ
ぞ
れ
発

表
会
や
大
会
な
ど
を
開
催
し
、
活
発

に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

「
洋
舞
演
劇
祭
」
に
は
、
秋
に
五

団
体
が
出
演
し
、
春
に
は
三
団
体
が

出
演
予
定
で
す
。
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
表
で
き
る
こ
と
が
大
変
嬉

し
く
、
洋
舞
演
劇
祭
を
目
標
に
日
々

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
が
代
表
を
し
て
い
る
リ

ン
デ
ン
バ
ウ
ム
は
、八
月
に
行
う『
第

十
五
回
洋
舞
発
表
会
』
と
、
十
一
月

に
行
わ
れ
る
『
山
口
県
洋
舞
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
』
の
準
備
や
レ
ッ
ス
ン
に

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
『
不

二
輸
送
機
ホ
ー
ル
』
で
す
。
ご
鑑
賞

い
た
だ
き
ま
す
と
幸
甚
で
す
。 

展
」
は
、
平
成
27
年
度
の
開
催
で
第

11
回
を
迎
え
ま
し
た
。 

毎
回
参
加
団
体
の
中
か
ら
実
行
委

員
を
選
出
し
、
実
行
委
員
会
と
し
て

年
々
交
代
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

出
瓶
者
の
と
り
ま
と
め
、
当
日
の
運

営
、
反
省
会
の
開
催
、
反
省
会
の
ま

と
め
、
事
務
局
へ
の
報
告
ま
で
を
一

連
の
活
動
と
し
て
継
続
し
て
お
り
ま

す
。
会
場
運
営
に
つ
い
て
も
「
鑑
賞

者
の
立
場
に
な
っ
て
」
と
、
よ
り
具

体
的
な
意
見
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

出
瓶
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
花
が
来
場

者
の
心
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

年
々
地
道
な
歩
み
を
大
切
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

                 

「
市
民
音
楽
祭
に
出
場
し
て
」 

 

小
野
田
吹
奏
楽
団 

永
谷 

真
史 

 

十
月
四
日
、
市
民
音
楽
祭
が
不
二

輸
送
機
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

   

自
主
文
化
事
業 

琉
球
舞
踊
山
陽
小
野
田
公
演 

山
陽
小
野
田
地
区
舞
踊
協
会 

 
 
 

会
長 

信
次 

満
知
子 

 
今
年
度
の
自
主
文
化
事
業
に
、
舞

踊
協
会
の
部
門
部
会
で
提
案
し
た

「
琉
球
舞
踊
」
が
取
り
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
舞
踊
団
の
方
々
の
ご
厚
意
に

よ
り
、当
初
の
予
定
よ
り
多
人
数
で
、

ま
た
、
格
安
の
費
用
で
公
演
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。 

華
や
か
な
舞
台
い
っ
ぱ
い
の
宮
廷

舞
踊
に
始
ま
り
、
若
い
男
性
の
迫
力

あ
る
棒
術
や
武
の
舞
。
本
土
の
獅
子

と
は
少
し
違
っ
て
、
可
愛
ら
し
い
コ

ミ
カ
ル
な
お
獅
子
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。

創
作
舞
踊
や
島
唄
も
素
晴
ら
し
か
っ

た
で
す
。 

最
後
に
、
カ
チ
ャ
ー
シ
―
と
い
う

踊
り
で
客
席
の
み
な
さ
ん
も
立
た
れ
、

舞
台
い
っ
ぱ
い
、
客
席
通
路
い
っ
ぱ

い
に
楽
し
く
は
じ
け
て
幕
と
な
り
ま

し
た
。
入
場
者
の
方
々
も
、
今
ま
で

に
な
い
大
入
り
で
、
舞
踊
協
会
の
皆

さ
ん
を
始
め
、
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

平成 2７年山陽小野田市民文化祭 

平成２７年９月６日～１１月８日 

音  

楽  

部  

門 

山陽小野田市文化協会だより 山陽小野田市文化協会だより 
２ 

日  

舞  

部 
 

門 

洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

文   

芸   

部   

門 

美 

術 

工 

芸 

部 

門 

邦   

楽   

部   
門 

茶 

華 

道 

部 

門 

（10月11日市民館文化ホール） 

（ダンススクール・リンデンバウム） 

３ 

（11月7日～8日市民館体育ホール） 

（大正琴琴智会） 

（10月4日文化会館大ホール） 

（9月20日市民館文化ホール） 

歌
謡
の
部 


